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全全全国国国紙紙紙管管管工工工業業業組組組合合合   

新型インフルエンザ流行 

新型インフルエンザへの対応につきましては、５月の国内における新型インフルエ 

ンザ発生を受けて、適切に対応頂いているものと承知しておりますが、今般の新型 

インフルエンザについては、全国的に患者の発生が続いており、全国で１０名の方 

が死亡しております。このような状況を踏まえ、貴団体におかれましては、手洗い 

やうがいの励行等、感染拡大防止対策の実施に努めて頂くとともに、感染拡大防止 

対策の実施をお願いいたします。 

厚生労働省 新型インフルエンザ関連情報 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html 

旧
年
中
は
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す 

一
昨
年
来
の
厳
し
い
景
気
低
迷
が
ま
だ
紙
管
業
界
を
脅
か
し

て
お
り
ま
す
が
、少
し
で
も
皆
さ
ま
の
お
力
に
な
る
べ
く
組
合
事

業
を
行
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

THE PAPER TUBE  
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平
成
二
十
二
年
も
本
誌
が
お
手

元
に
届
く
こ
ろ
に
は
一
ヶ
月
は
過

ぎ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
、
初
春
の
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

と
は
い
え
、
一
昨
年
秋
以
降
の
経

済
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
昨
年
前
半

は
、
全
産
業
に
わ
た
っ
て
大
幅
な
生

産
減
少
・
売
り
上
げ
減
少
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。 

当
業
界
も
大
変
大
き
な
影
響
を

受
け
、
組
合
員
の
大
多
数
は
一
～
三

月
に
は
三
〇
～
四
〇
％
の
売
り
上

げ
減
少
と
な
り
、
雇
用
調
整
助
成
金

等
の
申
請
や
、
人
員
・
給
与
の
見
直

し
な
ど
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
の

が
実
情
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
後
徐
々
に
量
の
回
復
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
ま
だ
従
前
の
量
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
民
主
党

へ
の
政
権
交
代
が
あ
り
、
今
後
の
経

済
対
策
や
産
業
政
策
が
今
後
ど
の

よ
う
な
方
向
に
行
く
の
か
大
変
気

懸
か
り
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
目
標
や
、
年
末

に
発
表
さ
れ
た
デ
フ
レ
宣
言
、
さ
ら

に
予
算
編
成
の
考
え
方
な
ど
、
産
業

界
に
と
っ
て
は
先
行
き
が
非
常
に

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

紙
管
業
界
の
主
だ
っ
た
需
要
家

業
界
に
お
い
て
も
、
そ
の
事
業
の
再

編
、
再
構
築
な
ど
で
設
備
縮
小
や
工

場
の
統
廃
合
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
る
状
況
が
み
ら
れ
、
全
体
的
に
は
、

量
の
回
復
は
な
か
な
か
難
し
い
方

向
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
情

で
、
我
々
紙
管
業
界
も
そ
の
影
響
を

受
け
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
方
針
を
見

出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。 

過
去
に
お
い
て
は
、
市
場
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
時
代
、
ま
た
安
定
し

て
い
た
時
代
に
は
、
量
を
追
い
か
け

て
設
備
や
、
価
格
政
策
な
ど
も
考
え

て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
現
状
の
量
で
経
営
で
き
る

体
制
に
、
今
ま
で
も
相
当
の
努
力
を

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
段
踏

み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
と
存
じ
ま
す
。 

縮
小
し
つ
つ
あ
る
市
場
で
、
量
を

追
い
求
め
て
い
け
ば
、
無
理
な
価
格

政
策
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
一
時
的

に
は
量
が
増
え
て
も
、
結
局
労
多
く

し
て
益
少
な
し
と
い
う
結
果
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

世
の
中
は
デ
フ
レ
経
済
に
あ
る

と
の
こ
と
で
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

価
格
が
低
下
し
て
お
り
ま
す
が
、
生

産
性
の
向
上
・
革
新
的
な
技
術
に
よ

る
価
格
低
下
は
還
元
し
て
い
く
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
単
に

価
格
競
争
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ

の
し
わ
寄
せ
が
よ
り
弱
い
立
場
の

と
こ
ろ
に
、
押
付
け
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。 

特
に
我
々
紙
管
業
界
は
、
多
く
の

組
合
員
が
小
ロ
ッ
ト
・
受
注
生
産
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
の

で
、
価
格
を
大
事
な
財
産
と
し
て
守

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
需
要
家
の

皆
様
に
も
事
情
を
ご
説
明
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

現
下
の
状
況
は
、
不
透
明
で
先
行

き
が
見
通
せ
な
い
と
い
う
難
し
い

局
面
で
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
・
ご

支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
業
界
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
微
力
な
が
ら
ま
い

進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
本
年
も
皆
さ
ま
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
つ
つ
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

西
日
本
紙
管
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 
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全
国
合
同
研
修
会 

開
催
報
告 

紙
管
製
造
基
礎
技
術
の
最
新
動
向 

 

去
る
十
月
十
四
日
、
名
古
屋
市
「
ホ

テ
ル 

ル
ブ
ラ
王
山
」
に
て
、「
紙
管
製

造
基
礎
技
術
の
最
新
動
向
」
と
題
し
紙

管
製
造
に
欠
か
せ
な
い
、
紙
管
原
紙
、

接
着
剤
、
製
造
機
械
の
三
項
目
に
つ
い

て
、
基
礎
技
術
の
再
確
認
を
す
る
と
共

に
、
最
新
の
技
術
情
報
や
今
後
の
動
向
、

国
際
情
勢
等
に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。 

 

第
一
部
で
は
紙
管
原
紙
に
つ
い
て
、

レ
ン
ゴ
ー
㈱ 

尼
崎
工
場
長 

櫻
井
幸

彦
様
に
、
昨
今
の
紙
生
産
に
お
け
る
国

内
外
の
状
況
や
、
紙
管
原
紙
と
水
分
の

関
係
や
、
圧
縮
強
さ
の
測
定
方
法
、
紙

管
のISO

規
格
等
に
つ
い
て
講
演
を
行

っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

第
二
部
で
は
紙
工
用
接
着
剤
に
つ
い

て
、
昭
和
高
分
子
㈱ 

龍
野
研
究
所 

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
研
究
室 

研
究
主
査 

溝
田
和
也
様
に
、
接
着
剤
の
基
本
的
な

接
着
理
論
や
性
質
か
ら
、
紙
管
用
途
に

お
け
る
接
着
剤
の
必
要
物
性
、
接
着
剤

を
取
り
巻
く
環
境
問
題
等
に
つ
い
て
講

演
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

第
三
部
で
は
、
最
新
の
機
械
関
係
状

況
に
つ
い
て
、
生
田
鉄
工
㈱ 

代
表
取

締
役 

曽
我
哲
至
様
に
よ
り
、
紙
管
製

造
の
効
率
化
、
省
力
化
と
い
っ
た
視
点

か
ら
の
最
新
機
器
の
紹
介
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

非
常
に
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て

は
お
り
ま
す
が
、
紙
管
業
界
と
し
て
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化
に
合
わ

せ
て
進
化
し
て
い
く
た
め
の
、
第
一
段

階
と
し
て
、
「
基
礎
技
術
及
び
最
新
動

向
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
分
野
の
メ

ー
カ
ー
の
視
点
か
ら
公
演
を
し
て
頂
き

ま
し
た 

 

今
回
の
研
修
会
の
参
加
は
大
変
多
く
、

組
合
員
三
七
社
一
一
二
名
、
関
連
企
業

一
七
社
三
〇
名
、
新
聞
社
三
名
、
講
師
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
八
名
の
計
一
五
七
名
の

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。 

研
修
会
終
了
後
、
交
流
親
睦
会
も
開

催
さ
れ
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 
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平
成
二
十
一
年
度
通
常
総
会
の
開
催
日
お
よ
び
場
所
が
内
定

し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

開
催
日 

 

平
成
二
十
二
年
五
月
一
九
日
（
水
） 

開
催
場
所 

宮
崎 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
シ
ー
ガ
イ
ア
リ
ゾ
ー
ト 

今
回
は
中
四
国
九
州
部
会
が
担
当
で
、今
ま
で
開
催
し
た
こ
と

が
な
く
、
普
段
あ
ま
り
行
く
チ
ャ
ン
ス
が
無
い
場
所
を
と
考
え

て
選
定
し
ま
し
た
。 

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
か
の
有
名
な
宮
崎
県
知
事
や
、
ゴ
ル

フ
の
お
好
き
な
方
に
は
フ
ニ
ッ
ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、是
非
奮
っ
て
皆
様
の
ご
出
席
を

頂
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平平平
成成成
二二二
十十十
一一一
年年年
度度度
通通通
常常常
総総総
会会会
ごごご
案案案
内内内
（（（
予予予
告告告
）））   

 

平成２１年度通常総会の詳細につ

きましては、４月中旬にご案内申

し上げます。 

是非、ご予定下さい。 
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青青青
年年年
部部部
会会会
研研研
修修修
会会会
ののの
ごごご
案案案
内内内   

平平平
成成成
二二二
十十十
二二二
年年年
三三三
月月月
十十十
九九九
日日日   

青
年
部
会
で
は
各
種
見
学
会
研
修
会
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
責
任
等
級
制
」
給
料
の
決
め
方
―
社

員
の
や
る
気
を
出
さ
せ
る
賃
金
制
度
改

革
（
仮
題
）
―
の
研
修
会
を
企
画
い
た

し
ま
し
た
。 

 

部
会
員
各
社
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
、
こ
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
参
加
を
賜

り
た
く
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
何
卒

ご
参
加
頂
け
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

テ
ー
マ 

 

 

「
責
任
等
級
制
」
給
料
の
決
め
方 

社
員
の
や
る
気
を
出
さ
せ
る 

賃
金
制
度
改
革 

（
仮
題
） 

●
研
究
所
の
取
組
状
況
と
事
例
紹 

 

介 

●
賃
金
制
度
の
基
本
的
考
え
方 

●
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を 

意
識
し
た
制
度
と
は 

●
採
用
賃
金
と
将
来
設
計 

●
査
定
評
価
の
手
法
等 

 

日 

時 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日(

金) 

午
後
一
時
～
五
時 

 

場 

所 
 
 
 

大
阪
、
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル 

 

研
修
会
費 

 

後
日
ご
連
絡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

混 迷す る給料 ・人事 処遇 時 代の 中、

1985 年以来の豊富な賃金コンサルタ

ント実績 (支援企業数は 500 社以上 )

を 基に 、各社 の実情 に即 したキ メ細

か な指 導を行 う。経 営者 の抱え る課

題 を次 々と解 決して いく ことで 定評

が あり 、実力 主義賃 金導 入支援 や講

演等で、東奔西走の日々を送る  

 

■著書  

2003 年に出版された『デフレに克つ

給 料人 事』は 、経営 者や 人事担 当者

だ けで なく一 般の人 にも わかり やす

い よう 、経営 相談の エピ ソード をふ

ん だん に交え 明快に 説い た本と して

好評。  

『給料の革新』 (共著 )『処遇の革新』

(共 著 ) 『 中 小 企 業 の 人 事 賃 金 制 度

改革』(共著 ) 『 100 人以下の会社の

新給料決定マニュアル』『経営を合理

化する賃金の決め方』など多数  

講 師 

蒔田照幸先生 

株式会社賃金管理 

研究所  

取締役副所長 

＊
お
申
込
、
会
費
等
の
詳
細
は 

後
日
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。 
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新新新

商商商

品品品

ごごご

紹紹紹

介介介   
   
   
   
   

田田田
中中中
紙紙紙
管管管
株株株
式式式
会会会
社社社   

昭和高分子の 
紙管用接着剤 

取締役社長 宮内正行 

本 社 〒105-0012 

 東京都港区芝大門 1-13-9 

 電話 03-5403-5500（代表） 

支 店 大阪・名古屋・福岡 

営業所 高松 

工 場 伊勢崎・竜野・大分 

   

 

               

＜グリーン紙管はリサイクルへ＞ 

●エンドユーザーにて使用済みとなったグリーン紙管は、ダンボールと同様に紙の 

原料として再利用できます。 

●通常の紙管は水に溶けにくいので古紙業界では嫌われており、焼却・産廃処分され 

ますが、グリーン紙管は日本で初めてこの問題を解決しました。 

●紙管としての性能・価格は通常紙管と全く同じです。 

●使用済みグリーン紙管の回収ルート構築についてもご相談ください。 

 

＜グリーン紙管の用途と仕様＞ 

通常紙管と同じように、ご要望の各サイズご用意できることはもちろん、シームレスコア仕

様での製作も可能。 

グリーン紙管の詳細はこちらから。http://www.tanakapt.co.jp/ 

問い合わせ先： 

〒581-0092  

大阪府八尾市老原 6-88 

TEL.072-992-0455 

FAX.072-992-4110 

URL：http://www.tanakapt.co.jp/ 

Email： 

yuuichiro.hattori@tanakapt.co.jp 

廃棄費不要 環境に優しく収益改善 

http://www.tanakapt.co.jp/pickup/green.html
http://www.tanakapt.co.jp/
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カーボンフットプリントとは、直訳すると<<炭素の足跡>>です。「どこ」で「どれだけ」CO2が

排出されたかを「見える化」したものです。 

前号にて概要をお知らせしていましたが、その後の進展状況につきご報告いたします。 

昨年７月より活動をしていました紙製容器包装のワーキンググループ(WG)は昨年十数回の会合を開き、この１

月中旬に PCR（商品種別算定基準）原案の策定が完了し、PCR委員会に申請される運びとなりました。当組合

では経産省よりの呼びかけに応じ、CFP 制度試行事業のはじめとなる、紙製容器包装の PCR 原案策定ワーキ

ンググループに参加し、本制度の仕組みや、考え方について研究を進めてきましたが、紙製容器包装 PCR 原案

が認証されて認定 PCR として公開されると、これによる紙管の CO2 排出量が計算できることになります。今

後具体的な問い合わせが各組合員のところに寄せられることも考えられますので、当組合としても、本制度に

対する研究をするべく分科会を設け、要望に応えられるようにしていく予定です。今回は、CFP 制度でよく使

用される用語などを簡単に紹介させていただき、今後の参考にして頂きたいと存じます。 

 

カーボンフットプリント制度： Carbon Footprint of Products(CFP)と言い、直訳で「炭素の足跡」の意味で、

商品やサービスのライフサイクル（原料調達から始まり、消費され焼却またはリサイクルされるまでの全工程）

全体で排出される温室効果ガスを CO2 に換算し、商品等にマークを表示する制度。本来の目的は消費者に商品・

サービスの CO2 消費量を認知してもらい、より効果的な CO2 削減を図っていくことが目的とされています。

CFP 制度については３年間の試行事業として昨年初めよりスタートし、まず各商品・サービス毎の計算ルール

を決めるため PCR原案策定ワーキンググループを業界ごと、分野ごと、商品ごとなどに自主的な活動として始

まり、現在７０以上の WGが立ち上がっています。 

  

ライフサイクルアセスメント：Life Cycle Assessment(LCA)と言い、工業製品の製造・使用・廃棄に係わるす

べての工程での資源の消費・排出物量を計量し、環境への影響を評価する手法を言う。先の CFP制度はまだ始

まったばかりですが、この LCA は１０年ほど前より始まっており、CFP 制度における計算の方法や考え方は

この LCA がベースになっています。 

 

GHG：Greenhouse Gas の略称で、CO2 をはじめとした温室効果ガスの総称 

 

PCR：Products Category Rule の略称で、｢商品種別算定基準｣を意味する。先に報告しました WGでの活動は

この PCR の内容を検討・審議し、各種の用語定義・計算の範囲・方法などを決定した。この PCR 原案は PCR

委員会にて認定されると認定 PCRとして、公開され、誰でもこの認定 PCR を使用することが可能となる。 

 

B―B 製品：企業から企業への取引を言う。紙製容器包装 PCR においてもほとんどの対象はこの形態となり中

間財と表現している。 

 

B―C 製品：企業から消費者へわたる取引を言う。最終消費財を言うが、われわれ業界に関係する例で言えば、

ラップ用紙管やトイレットペーパ芯などは最終消費財に使用されるが、その製造メーカへの納入となるので中

間財となる。 

 

（社）産業環境管理協会：CFP 制度試行事業事務局や LCA 関係など環境関連の事業を行っておりホームペー

ジ上にて多くの情報を得ることができますので、何か得たい情報がある場合には参考になると存じます。 
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東部地区部会研修会のご案内 

ご承知の通り、製紙業界の環境は激変しており、製

紙のみならずあらゆる業界で中国マーケットに注目

が集まっております。製紙業界の現状を知る上にも

貴重なお話を聞かせて頂けますので、多数のご参加

をお待ち申し上げます。 

日時：平成２2 年２月２5 日(木) 

１５:００～１８:００（17:00～懇親会） 

場所： 新横浜グレイスホテル 

（横浜市港北区 3-6-15） Tel 045-475-5111   

内容：「南通事業を含めた、今後の中国における製紙 

事業に関して」 

講師：王子製紙株式会社 山本信能前副社長  

会費 : 1 名 ５，０００円  

申込：東部地区部会事務局 山崎（武川産業） 

（Ｆａｘ．03-3951-2791） 

 

全国紙管工業組合 事務局 

〒540-0003 大阪市中央区森ノ宮中央 1-16-16 

℡06-6945-0459 fax06-6946-6108 

e-mail ：alljappt@mta.biglobe.ne.jp 

http:www.zenkokushikan.jp 

「容器包装におけるＰＣＲ解説セミナー」 

開催のお知らせ 

ＣＯ２排出量の「見える化」の一手段である「カー

ボンフットプリント制度」はますますその重要性が

高まり、今後容器包装発注者から容器包装のカーボ

ンフットプリント算定が要求されることも考えら

れます。そこで、「容器包装におけるＰＣＲ解説セ

ミナー」を開催いたします。 

【開催日時】平成２２年２月２２日（月） 

午後２時～午後４時 

【会場】日本印刷会館 ２階大会議室  

（有楽町線新富町駅、日比谷線八丁堀駅下車） 

 TEL 03-3553-6051 

既にメールにてお知らせしておりますが、申込書

等御入用の方は事務局までご連絡下さい。 

事務局よりのお願いと編集後記 

昨今の天候不順、皆様におかれましてはご健勝にお

過ごしでしょうか。新型インフルエンザも下火とな

っていますが、重々に御身ご自愛下さい。 

さて、１２月にお願い致しました「労働条件調査」

をまだご提出頂いていない場合は至急事務局までご

返送下さいますようお願い申し上げます。 

mailto:alljappt@mta.biglobe.ne.jp

